
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
暮
ら
し
に
お
困
り
の
方
の
た
め
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
！

家
計
、
債
務
、
就
労
、
社
会
参
加
、
ひ
き
こ
も
り
、
対
人
不
安
な
ど
暮
ら
し
に
悩
み
を
抱
え
る
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
「
つ
な
が
り
応
援
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
全
て
し
っ
か
り
と
お
聴
き
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
本
人
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
や
周
り
の
方
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
を
支
援
す
る
の
？

〜　
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
中
で
生
活
に

困
窮
す
る
人
を
支
援
し
ま
す　
〜

経
済
的
な
問
題
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し
、
安

定
し
た
生
活
に
向
け
て
仕
事
や
住
ま
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
支
援
し
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
生
活
保
護
、
資
金
貸

付
、
食
料
援
助
な
ど
の
支
援
や
各
分
野

の
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

暮
ら
し
に
困
る
理
由
や
状
況
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
人

が
、
支
援
の
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

▼
家
賃
や
光
熱
水
費
、
自
動
車
ロ
ー
ン

の
支
払
い
が
あ
る
が
、
滞
納
が
続
い

て
し
ま
う
人

▼
税
金
、
使
用
料
の
納
付
書
や
督
促
状

ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
？

〜　
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
状
況
に

応
じ
て
支
援
し
ま
す　
〜

つ
な
が
り
応
援
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず
の

相
談
支
援
員
が
、
支
援
を
必
要
と
す
る

方
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
一
人
一

人
の
状
況
に
応
じ
支
援
プ
ラ
ン
を
作

り
、
継
続
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

支
援
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問
社
会
福
祉
課

　

（
２
５
）
８
１
２
０

○
あ
な
た
だ
け
の
「
支
援
プ
ラ
ン
」

を
作
り
ま
す

　
家
計
管
理
や
就
職
、
住
ま
い
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、
具
体
的

な
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄
り
添
い
な
が

ら
、
自
立
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

相
談
か
ら
支
援
ま
で
の
流
れ
は
？

〜　

あ
な
た
だ
け
の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
安
定
し
た
生
活

に
向
け
て
支
援
し
ま
す　
〜

　
相
談
か
ら
自
立
ま
で
の
、
支
援
の
流
れ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。《

ま
ず
は
相
談
窓
口
へ
》

　
困
り
ご
と
を
お
聴
き
し
ま
す

	

　
　

《
生
活
の
状
況
を
見
つ
め
る
》

　
一
緒
に
考
え
ま
す

	

　
　

《
支
援
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
》

　
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
す

	

　
　

《
支
援
決
定・サ
ー
ビ
ス
提
供
》

　
一
緒
に
振
り
返
り
ま
す

	

　
　

《
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
》

　
一
緒
に
見
直
し
ま
す

	

　
　

《
真
に
安
定
し
た
生
活
へ
》

　
困
り
ご
と
の
解
決

《
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
》

つ
な
が
り
応
援
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず

（
社
会
福
祉
法
人
高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
勝
野
２
１
５
番
地
（
高
島
支
所
２
階
）

　

（
３
６
）８
２
５
５

▼
相
談
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
相
談
方
法　
電
話
や
面
談
の
ほ
か
、

　
訪
問
で
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼http://w
w

w
.takashim

a-shakyo. 
or.jp/yorozu/

困
り
ご
と
《
な
ん
で
も
》《
ま
る
ご
と
》
お
聴
き
し
ま
す

　
〜 

高
島
市
の
生
活
困
窮
者
支
援 

〜

相
談
１２３４５６ 目

標
行
動

確
認

見
直

解
決

が
届
い
て
い
る
け
れ
ど
、
市
役
所
に

相
談
に
行
け
な
い
人

▼
離
職
後
に
求
職
の
努
力
を
重
ね
た
が

再
就
職
で
き
ず
、
自
信
を
失
い
ひ
き

こ
も
り
状
態
に
な
っ
た
人

▼
高
齢
で
体
の
弱
っ
た
親
と
二
人
暮
ら

し
を
続
け
る
う
ち
、
地
域
か
ら
孤
立

し
て
し
ま
っ
た
人

▼
慢
性
的
な
病
気
の
た
め
、
医
療
費
の

負
担
が
大
き
い
け
れ
ど
、
あ
ま
り
仕

事
が
で
き
ず
収
入
が
増
や
せ
な
い
人

▼
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
逃
れ
て
家
を

飛
び
出
し
た
が
、
子
ど
も
が
幼
い
た

め
に
就
業
が
難
し
い
人

▼
家
計
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
な
い
た

め
に
、
借
金
の
連
鎖
を
止
め
ら
れ
な

い
人　
な
ど

○
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
探
し
、
経

済
的
に
自
立
す
る
た
め
の
支
援
を

し
ま
す
（
就
労
支
援
）

　
個
人
の
強
み
や
経
験
を
生
か
し
、
や

り
が
い
の
持
て
る
仕
事
を
み
つ
け
る
た

め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
や
職
業

適
性
検
査
の
実
施
、
職
業
訓
練
の
紹
介

な
ど
に
つ
い
て
就
労
支
援
員
が
援
助
し

ま
す
。

○
社
会
参
加
や
就
職
へ
の
第
一
歩
と

し
て
、
能
力
向
上
や
就
労
体
験
を

支
援
し
ま
す
（
就
労
準
備
支
援
）

　
社
会
に
出
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
な

ど
す
ぐ
に
仕
事
に
就
く
こ
と
が
難
し
い

方
に
は
、
一
般
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
や
就
労
体
験
、
就
労
訓
練
の
提
供
を

行
い
ま
す
。（
一
部
工
賃
が
得
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。）

○
家
計
の
立
て
直
し
を
助
言
し
、

　
支
援
し
ま
す
（
家
計
改
善
支
援
）

　
家
計
状
況
の「
見
え
る
化
」を
行
い
、

相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理
で
き
る
よ

う
に
支
援
計
画
の
作
成
や
相
談
支
援
、

関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
な
ど
を
家
計
改

善
支
援
員
が
行
い
、
早
期
の
生
活
再
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
、
住
ま
い

に
関
す
る
支
援
を
し
ま
す

　
（
住
居
確
保
給
付
金
）

　

離
職
な
ど
で
住
む
と
こ
ろ
が
な
く

な
っ
た
人
や
、
住
む
場
所
を
失
う
お
そ

れ
が
高
い
方
に
は
、
就
職
活
動
を
す
る

こ
と
を
条
件
な
ど
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
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問高島市選挙管理委員会事務局（総務課）　 （２５）８０００
子
ど
も
や
若
者
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
、
子
ど

も
が
被
害
に
遭
う
事
件
や
薬
物
乱

用
、
暴
力
行
為
、
非
行
な
ど
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ

に
、
子
ど
も
や
若
者
の
行
動
に
対
す

る
大
人
の
無
関
心
さ
や
、
規
範
意
識

の
低
下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

地
域
で
、
お
互
い
が
気
楽
に
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
大
人
か
ら
の
「
お

は
よ
う
」「
お
か
え
り
」
の
あ
い
さ

つ
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
を
意

識
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
や
若
者
の

非
行
防
止
や
育
成
支
援
に
つ
な
が
り

ま
す
。

【重点事項】

１　若者の社会的自立支援の促進

２　子どもを犯罪や有害環境等から守るための取り組みの推進

３　子どもの貧困対策の推進

４　児童虐待の予防と対応

５　生活習慣の見直しと家庭への支援

問
あ
す
く
る
高
島　

（
２
５
）
８
５
５
６

　
　
《
相
談
専
用
》　

（
２
５
）
８
５
５
５

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

学
校
の
こ
と
、
友
達
の
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
や

若
者
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。（
小
学
生
〜
30
歳
代
ま
で
）

▼
相
談
時
間

　
　
月
〜
金　
９
時
〜
17
時

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
休
み
）

▼
相
談
方
法

　
○
面
談
（
来
所
・
訪
問
）

　
○
相
談
専
用
電
話

　
　

（
２
５
）
８
５
５
５

ま
た
、
ご
家
族
や
知
り
合
い
の
方
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
適
切
な
機
関
を

紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
事
前
予
約
に
よ
り
、
右
記
時
間
外
や
土

曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
の
相
談
、
希
望
さ

れ
る
場
所
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。）

児
童
虐
待
に
関
す
る
通
報
や
相
談

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成

16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法
の
施
行

月
で
あ
る
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的

注
意
喚
起
を
図
る
た
め
、『
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
と
し
て
、
全

国
的
に
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
展
示
】

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
に
は
「
子
ど
も

虐
待
防
止
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
11
月
１
日
（
金
）

か
ら
、
新
館
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
に
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

来
庁
の
際
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
リ
ボ
ン
を
飾
り

付
け
て
い
た
だ
き
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

ツ
リ
ー
の
完
成
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
子
ど
も
家
庭
相
談
課

　

（
２
５
）
８
５
１
７

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

11
〜
輝
く
未
来　

育
て
支
え
て　

見
守
っ
て
〜

〜
輝
く
未
来　

育
て
支
え
て　

見
守
っ
て
〜

２０１９年度明るい選挙推進啓発作品の入賞作品決定！

ともに
マキノ土に学ぶ里研修センター

発表の部　11/３日
　　　　　　12 時〜 16 時
展示の部　10/31木〜11/４月
　　　　　　９時〜17 時

ともに
アイリッシュパーク（高島公民館）

発表の部　11/４月
　　　　　９時30分〜15時30分
展示の部　11/１金〜４月
　　　　　９時〜 20 時

新旭体育館

発表の部　11/３日・４月
　　　　　　10 時〜 15 時

展示の部　11/１金〜４月
　　　　　　10 時〜 19 時

ともに安曇川公民館

発表の部　11/３日
　　　　　　９時 30 分〜 16 時
展示の部　10/30水〜11/３日
　　　　　　９時〜18 時

高島市民会館

発表の部　11/４月
　　　　　　９時 30 分〜 16 時

発表の部　11/３日
　　　　　　10 時〜 15 時

展示の部 展示の部　11/１金〜３日
　　　　　　９時〜 17 時

問マキノ公民館　 （２７）１１３１

問高島公民館　 （３６）０２１９ 問新旭公民館　 （２５）５５００ 問安曇川公民館　 （３２）０００３

問今津公民館　 （２２）２２４９

※本年度は今津東コミュニ
ティーセンターが改修工事
のため、展示は行いません。

（４日は 15時30分まで） （30日は 13 時から）

３日 10 時

からお茶席

を行います

４日午後から

お茶席・囲碁

大会を行います

問朽木公民館　 （３８）２３２４

マキノ生涯学習
フェスティバル

第１5回

ガリバー文化祭 安曇川文化祭新旭文化祭

今津町文化祭 朽木文化祭

文化の秋を堪能しよう！　地域文化祭

ともに朽木公民館
（３日は 15 時まで）

新旭公民館

　２０１９年度明るい選挙推進啓発作品
を募集したところ、多数のご応募をいた
だき、ありがとうございました。
　このたび、応募作品を高島市明るい選
挙推進協議会と高島市選挙管理委員会が
合同で審査した結果、次の作品が入賞さ
れました。おめでとうございます。入賞
した作品は、今後の選挙啓発に使用する
とともに、滋賀県の審査に出品します。

▽ポスターの部

▽標語の部
【最優秀賞】
「子や孫の　未来へつなぐ　この一票」
　足立　清勝さん（新旭）

【優秀賞】　
「投票は　暮らしを守る　意思表示」
　竹下　テルさん（新旭）

▽四コマ漫画の部
【最優秀賞】
高島小学校５年
　荒木　一穂くん

【優秀賞】
高島小学校３年
　荒木　皓

こ う た
太くん

【最優秀賞】　
　宮本　舞帆さん

※子どもや若者について気になる行動がある場合、
　子ども・若者支援センター“あすくる高島”までご連絡ください。

いってき
まーす！

気を付けていってらっしゃい
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問
消
防
本
部
予
防
課　

（
２
２
）
５
４
０
３

？

①給与支払報告書の提出（１月 31日まで）
②税額の計算
③・④特別徴収税額の通知（５月 31日まで）
⑤給与支払時に税額を徴収（毎月の給与支払日）
⑥税額の納入（翌月 10日まで）

①

②

③
④

⑤
⑥

事業者
（給与支払者）

従業員
市 町

従業員の方が
お住まいの

【事業主の皆さんにお知らせです】

個人住民税は「特別徴収」で納めましょう

【今津税務署から説明会のお知らせです】

【所得税の源泉徴収との違い】

●市町が税額の計算を行うため、所得税と違い、
税額計算や年末調整の必要がありません。

【特別徴収の手続きは】
●毎年１月 31 日までに提出することになって

いる給与支払報告書（総括表）の右上の特別徴
収義務者指定番号（給与支払者番号）の欄に朱
書きで『特別徴収へ切替え』と記載の上、各
市町に提出してください。

▼税務署での相談を希望される方は、事前の予約をお願いします。
▼令和元年分から「スマートフォン」を使った確定申告がより便利になります。

〔説明会に関する問合先〕今津税務署　法人課税部門
　 （２２）２５６１（自動音声案内に従って「２」を選択してください。）

【特別徴収とは】

●事業者（給与支払者）が所得税の源泉徴収と同
様に、毎月の給与から従業員（役員、パート、
アルバイトなど全て含みます。）の個人住民税
を徴収（引き去り）し、納入する制度です。

●地方税法および各市町の条例により、給与を
支払う事業者は、原則としてすべて特別徴収
義務者として、個人住民税を特別徴収するこ
とになっています。

【特別徴収のしくみ】
●毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収

税額決定通知書」をお送りしますので、その
税額を毎月の給与から徴収（引き去り）し、翌
月 10 日までに各従業員の住所地の市町へ、
市町ごとの合算額を納入していただきます。

●従業員が常時 10 人未満の事業者は、申請に
より通常 12 回の納期を２回にすることがで
きます。

問高島市税務課　 （２５）８１１６　　滋賀県総務部税政課　 ０７７（５２８）３２１３ 秋
の
火
災
予
防
運
動

『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
』

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　

４
つ
の
対
策
！

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
地
域
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
防
火
意
識
を
高
め
、
か
け
が
え
の
な
い
命
や

財
産
を
失
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
体
験
ひ
ろ
ば
２
０
１
９

　
と
き　
　
月　

  

日
日
13
時
〜
16
時

　
と
こ
ろ　
高
島
市
消
防
本
部　
　

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
、
防

災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
内
容　
消
防
車
両
展
示
、
防
火
ポ
ス

タ
ー
展
示
、
防
火
服
着
装
体
験
、
ミ
ニ

消
防
車
の
乗
車
体
験
、
煙
ハ
ウ
ス
で
濃

煙
体
験
、
こ
ど
も
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、

消
火
器
で
放
水
体
験
、応
急
手
当
体
験
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
な
ど

問 市民課　 （２５）８０１８

11 月５日（火）から住民票やマイナンバー
カードなどへの旧氏併記が可能になります。

住民票に旧氏を併記することに
より、婚姻等で氏に変更があった
場合でも、従来称してきた氏をマ
イナンバーカード等に併記し、公
証することができます。

また、住民票に旧氏が記載され
ると、旧氏での印鑑登録が可能に
なります。

戸籍謄本等をご用意いただき、
マイナンバーカード（通知カード）
を持って、市民課で手続きをお願
いします。（申請は住所がある市
町村に限ります。）

　高島トレイル連携協議会では、市民向けト
レッキング教室を開催します。
　今津の武奈ヶ獄は、雄大な琵琶湖と若狭湾が
一望でき、また朽木の山々や比良山系を望むこ
とができます。
▼日　時　11月17日日９時〜 16 時頃
▼場　所　石田川ダム（９時集合）
▼対象者　山登りに興味がある方（中級者）
▼定　員　15 人
▼ルート　石田川ダム→武奈ヶ獄北尾根
　→武奈ヶ獄山頂→武奈ヶ獄北尾根→石田川ダム
▼持ち物　昼食、飲み物、雨具等
▼参加費　１，０００円
▼募集期限　11月13日水
▼申込先
　高島トレイル連携協議会
　（事務局：びわ湖高島観光協会）
　 （３３）７１０１

問 観光振興課　 （２５）８０４０問 観光振興課　 （２５）８０４０

11
10

11月９日
〜15日

？

開催日 時間 内容 場所

11月21日木

13 時 30 分
〜 15 時 30 分

源泉所得税
年末調整説明会 安曇川

公民館15 時 40 分
〜 16 時 20 分

消費税軽減税率
制度説明会

11月26日火 13 時 30 分
〜 15 時

消費税軽減税率
制度説明会

市役所
新館３階

住民票などに旧氏（旧姓）が

併記できます

併記すると、どうなるの？

どうすれば併記できるの？

トレッキング教室開催 !

in 武奈ケ獄

トレッキング教室開催 !

in 武奈ケ獄

11 月５日火〜
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みんなで記念撮影

おいしくできました！「いただきます」

巧みな技術でドリブル突破

髙取選手

愛車と一緒に記念撮影

包丁の使い方を教えてもらう班別に自己紹介

小学１〜３年生がカレー作りで交流
たかしまワイワイキッズ

33年間無事故・無違反
高島の萬木さん　知事表彰

今津町出身の髙取さん
全日本大学サッカーで大活躍！

９月７日（土）から 16 日（月）および９月 28 日（土）から 10 月８日（火）にかけて茨城県で開催され
た第 74 回国民体育大会に、市から次の選手・監督が出場され、健闘されました。（市民スポーツ課）

第 74 回国民体育大会「いきいき茨城ゆめ国体」滋賀県選手団（高島市）
※敬称略

競技 種別 種目 役職 名前 所属（学校等） 学年等

　空手道
成年男子 組手

（個人・団体） 選手 蜜口 光太 天理大学 ３

少年男子 組手
（個人・団体） 選手 蜜口 太一 京都外大西高等学校 ３

　水泳（競泳） 少年女子 選手 兼田 真奈 膳所高等学校 １

　ボート 少年女子 ダブルスカル 選手 岡田 美有 高島高等学校 ３

　トライアスロン 成年女子 監督 入江 克之 Ｂ＆Ｇ今津 －

　水泳（水球）
少年男子 監督 中原 洋明 長浜北星高等学校 教員

少年男子 選手 内藤 友晶 長浜北星高等学校 ３

　ウエイト
　リフティング

成年男子 67㎏級 選手 大塚 和 びわこ成蹊スポーツ大学 職員

成年男子 96㎏級 選手 澤井 翼 滋賀県ウエイトリフティング協会 －

成年男子 ＋１０９㎏級 選手 中村 夏樹 びわこ成蹊スポーツ大学 ３

少年男子 ＋１０２㎏級 選手 新宅 陽大 安曇川高等学校 ３

女子 － 71kg 級 選手 伊礼 遥 びわこ成蹊スポーツ大学 ３

　卓球 成年女子 監督 松村 大介 安曇川高等学校 教員

　グラウンドゴルフ
　（公開競技）　

選手 白岸 和子 －

選手 米村 登志子 －

　太極拳
　（公開競技） 選手 田中 美代子 －

高島の選手
いきいき茨城ゆめ国体に出場！！

９月７日（土）に、びわ湖青少年の家で、市内の小学１年
生から３年生 60 人が参加し、少年交流・体験事業「たかし
まワイワイキッズ」を開催しました。

レクリエーションやクラフト活動のほか、スタッフに見守
られながら取り組んだ野外炊事では、「玉ねぎを切って目が
痛かった」、「お米を洗っていたらこぼれた」などと悪戦苦闘
しながら仲間と協力してカレーライスを作りました。

参加した子どもたちからは「友達と作ったカレーはおいし
かった」、「いっぱい友達ができた」などの感想が聞かれ、思
い出に残る貴重な体験になりました。

（高島市青少年育成市民会議）

９月 13 日（金）に守山市で開催された滋賀県交
通安全推進大会で、高島の萬木　綱一さんが、優良
運転者として滋賀県知事表彰を受賞されました。

萬木さんは、現在高島交通安全協会長を務めら
れ、地域の交通安全推進のリーダーとして、交通事
故防止活動にも積極的に取り組まれています。

（都市政策課）

８月 29 日（木）から９月７日（土）に行われた
第 43 回総理大臣杯　全日本大学サッカートーナメ
ントに、今津町出身の髙取　誠隆さん（関西大学）
が出場し、チームは見事３位に輝きました。

（市民スポーツ課）
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安 安全 心
交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（令和元年９月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（令和元年９月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 85 件 ＋ 20 件
死 者 数 3 人 ＋ 2 人
傷 者 数 100 人 ＋ 17 人

発生場所 件　数
マ キ ノ 9 件
今 津 20 件
朽 木 3 件
安 曇 川 21 件
高 島 15 件
新 旭 17 件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 １件 11 件
車 両 ０件 ０件
林 野 ０件 １件
そ の 他 ０件 ６件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 18 件 146 件
一般負傷 30 件 311 件
急 病 122 件 1370 件
そ の 他 28 件 298 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 0 件
交通事故 １件 15 件
水難事故 ０件 １件
そ の 他 １件 10 件

９月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.063μSv/h 0.064μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.035μSv/h 0.037μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.060μSv/h 0.059μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.047μSv/h 0.046μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.054μSv/h 0.054μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側玄関前）
0.048μSv/h 0.050μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※�日本での自然放射による時間線量の通常の
値はおおむね0.2μSv/h以下です

ＯＢＣ高島 発足以来初！
全日本クラブ野球選手権　準優勝に輝く

８月 26 日（月）から 29 日（木）にメットライフ
ドーム（埼玉県）で開催された『第 44 回全日本クラ
ブ野球選手権』で、ＯＢＣ高島がチーム発足以来初と
なる準優勝に輝きました。

１・２回戦を接戦で競り勝ち、午前中の準決勝で勝て
ば、午後から決勝戦というハードなスケジュール。客席
には、応援に駆け付けた選手の勤務先の方々や家族、ま
た、ＯＢＣ高島の卒業生の姿がありました。緊迫する攻
防に手に汗握りながらも、大逆転の末、決勝進出が決ま
った瞬間にはたくさんの喜びと笑顔があふれていました。

試合後のインタビューでは、「選手たちが本当によく
頑張ってくれました。選手たちに感謝しています。」と
語った野原監督。そんな監督の想いに応えるかのように、
選手たちは全国の強豪チーム相手に全力プレーを繰り広
げ、高島旋風を巻き起こしました。

決勝戦では、「マツゲン簑島硬式野球部」（和歌山県）
に敗れ、念願の全国優勝へは惜しくもあと一歩届きま
せんでしたが、「来年こそは優勝を」と、決意を新たに
するチームの姿がありました。今後、さらなる活躍が
期待されます。（商工振興課）

チーム発足以来、スタッフとして携わっている
野村　栄美子さん。試合中は、写真を撮影したり、
速報をホームページにアップしたり、応援に駆け
付けたファンの方々への対応など、いつもスタン
ド内を駆け回っています。また、普段は寮で生活
する選手の食事を作るなど、生活面においても選
手を支え、ＯＢＣ高島にとってなくてはならない存
在です。長年チームを支えてきた野村さんも、今
回の準優勝を大変喜んでいました。

チーム発足以来の大躍進！

チームを支える『おかあちゃん』
ＯＢＣ高島を応援しよう！

市では、『ガバメントクラウドファンディ

ング』を活用し、ＯＢＣ高島の活動を応援し

ています。ガバメントクラウドファンディン

グとは、ふるさと納税の「寄付金の使い道」

をより具体的に「プロジェクト」として寄付

を募集し、そのプロジェクトに共感した方か

ら寄付を募る、新しい地域貢献の形です。

あなたもＯＢＣ高島と一緒に夢を追いか

けてみませんか？

（野村さんのコメント）
　今回の準優勝は、存続危
機を乗り越えてやっとここ
までたどり着いたという気
持ちです。
　本当に嬉しいです！紡い
でくれた選手たちと、諦め
ず応援してくださった方々
には感謝の気持ちでいっぱ
いです。

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る

局
地
的
な
豪
雨
や
豪
雪
な
ど
、
全
国
各

地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
８

月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫

や
土
砂
災
害
、
ま
た
、
９
月
の
台
風
15

号
で
は
、
千
葉
県
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
自
治
体
で
２
週
間
に
お
よ
ぶ
大
規

模
停
電
が
発
生
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
常

在
戦
場
で
防
災
危
機
体
制
を
整
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
昨
年
・
一
昨
年
の
台
風
の
影
響

で
、
倒
木
や
電
柱
の
倒
壊
・
損
壊
に
よ

る
、
お
よ
そ
１
週
間
に
お
よ
ぶ
大
規
模

な
停
電
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

市
で
は
こ
う
し
た
教
訓
を
い
か
し

て
、
本
年
２
月
に
「
災
害
等
に
伴
う
長

期
停
電
対
応
に
関
す
る
連
絡
調
整
会

議
」
を
開
催
し
、
災
害
時
の
連
絡
体
制

や
関
係
機
関
の
情
報
共
有
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
万
が

一
に
備
え
て
い
る
状
況
で
す
。

と
り
わ
け
大
規
模
な
停
電
の
復
旧
に

大
規
模
な
長
期
停
電
に
備
え
る

は
、
電
力
会
社
だ
け
で
は
な
く
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
事
業
者
、
県
や
市

の
危
機
管
理
部
局
や
道
路
管
理
部

局
、
森
林
担
当
部
局
と
の
平
時
か
ら

の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
森
林
所
有
者

や
管
理
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
情
報
連
携
は
、

広
域
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
、

滋
賀
県
内
19
市
町
の
首
長
と
滋
賀
県

知
事
が
一
堂
に
会
す
る
、
滋
賀
県
首

長
会
議
で
私
の
方
か
ら
全
県
レ
ベ
ル

で
の
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
の
た
め

の
推
進
体
制
の
構
築
」
に
つ
い
て
提

案
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
森
林
整
備
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
施
策
に
つ
い
て
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
へ
の
倒
木
な
ど
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
の
予
防
保
全
の
視
点
を
加
え

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
関
係
の
皆
さ

ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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